
本日、参加いただきありがとうございます

⭕簡単な紹介お願いします。 

⭕ 自己紹介　場所など　 

⭕参加の興味・関心などの根拠などお聞かせください。

今日のテーマ 
「病の画家ヴァルド・ムンクの生涯と作品を探る」



「病と死の家」 
に生まれて 
0歳~20歳 
1863~1883

クリスチャニア 
からパリへ 
21歳~28歳 
1884~1891

「不安の時代」 
の画家 

29歳~44歳 
1892~1907

死から生へ 
至る画家 
45~80歳 
1908~1944 

バウハウス招聘 
ドイツ国籍取得 
バウハウス閉校 
ナチスにより閉校 
ニーナと共に 
パリへ出国 

① ② ③ ④

・ムンク一族は著名な聖
書者 
・父は神経症 
・真夜中に目を覚まし　　
恐怖に怯える。 
・兄弟ともに虚弱体質で
生まれる。 
・結核・気管支炎・リュ
ーマチ・精神病。 
・18歳に王立美術学校に
入学。

・21歳前衛芸術家のグル
ープに参加 
・22歳でパリへ滞在 
マネや印象派の芸術に惹
かれる 
・26歳政府の奨学金で
ボナのアトリエに通う 
　父の死去 
・27歳パリでリューマ
チ熱にかかる 
・28歳パリにアトリエ
を借りる

・29歳ベルリン芸術家協会で展
覧会参加 
・30歳ベルリンでアトリエを借
り制作に取り掛かる 
・31歳エッチングとリトグラフ
に取り掛かる 
・32歳弟アンドレス死去 
・33歳パリに移る。・36歳ノル
ウェーのサナトリウムで療養す
る 
・39歳愛人トゥラとの議論中、
左手中指の一部を中心失う 

・45歳コペンハーゲンで精
神を病み治療 
・48歳大学講堂壁画コンペ
で優勝 
・60歳ドイツアカデミーの
会員となる 
・74歳ドイツ美術館にあっ
た82作品が退廃芸術として
没収される。ノルウェーで競
売にかけられる 
・77歳ノルウェーがドイツ
軍に占領される 
・80歳1944年永眠する。 

病の画家・ムンクの生涯
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⭕ いざ画家の道へ19歳の自我と自負《自

画像≫1881－82・・・ムンクが王立美術
工芸学校に通っていた19歳の頃に描かれ
た最初の自画像。画家になることを決心
してから、まだ1、2年しか経っていない
時期の作品と推定される。暗い背景から
浮かび上がる青年ムンクの顔には、気負
いとも自信とも取れるような若者らしい
挑戦的な表情とともに、神経質そうな視
線には、繊細な一面が垣間見える。

①-1(1863・0歳~1883年・20歳) 「病と死の家」に生まれて 



①-1(1863・0歳~1883年・20歳) 「ノルウェー・オスロ」に生まれ
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①-1(1863・0歳~1883年・20歳) 「ノルウェー・オスロ」に生まれ
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①-2(1863・0歳~1883年・20歳) 「病と死の家」に生まれて 

⭕ ゴッホの初期作品を彷彿させる一枚《パラフィ
ン・ランプの周りで≫1883・・・ランプの灯りが
テーブルの周りに座る人々の顔を照らし出す。表情
はほとんど描かれておらず人物の特定は難しいが、
右側の人物は父親であろう。明暗の調子や粗い筆遣
い、家族という主題などは、フアン・ゴッホの《馬
鈴薯を食べる人々》を想起させるが、この時点でム
ンクはまだ無名だったゴッホの作品を知る由もなか
った。

⭕ 書物を愛した父の日常を描

く《長椅子のクリスチャン・
ムンク博士≫1881・・・ムン
クによれば、父親のクリスチ
ャンは医師としての腕はたい
したことがなく、外科医より
は詩人の方が似合いだったと
いう。長椅子で読書する父親
の姿には、そんなムンクの父
親観が反映されている。子ど
もが小さい時には読み聞かせ
をすることもあったが、それ
はポーやドストエフスキーな
どの重苦しい小説だったらし
い。



②-1(1884・21歳~1891年・28歳) クリスチャニアからパリへ 

⭕ ムンク父の死を悼み、描いたパ
リの一夜の情景《月光（サン・勿
レーの夜）≫1890・・・留学した
年の暮れ、パリでコレラが発生し
たため、ムンクは近郊のサン・ク
ルーに移る。住んだのはカフェの
上階の部屋で、窓からはセ一列Il
を見下すことができた。本作でム
ンクは、その室内の様子と、窓か
ら見えるセーヌ川の夜景を、窓辺
で物思いにふける人物のメランコ
リックな心情を反映するような調
子で描き出している。

⭕ ムンクはこの後、1889年（この年に父を亡くした）、パリ
万博の年に政府の奨学金を得て初めてパリを訪れ、かつてロ
ートレックも学んだボナの教室に短期間学んだ後、パリ近郊
のサン・クルーに移り住み、ここでいわゆる「サン・クルー
宣言」を書いた。それによると、「我々はもはや本を読む人
や編み物をする女のいる室内を描いてはならないのだ。我々
は呼吸し、感じ、苦しみ、愛する真の人間を描かなければな
らない」。ムンクはここでそれまでの印象派寄りの路線を否
定し、独自の立ち位置を明らかにしている。



②-2(1884・21歳~1891年・28歳) クリスチャニア・ボエーム

⭕《ハンス・イェーゲ

ル≫1889年・・・1885
年に発表した『クリス
チャニア・ボエームか
ら』でイエーゲルは、
古いキリスト教的道徳
やブルジョワの小市民
性などを徹底的に批判
したが、ポルノ作品と
判断され、発禁処分と
なって収監された。ソ
ファにゆったりと座る
この肖像からは、自信
に裏打ちされたゆとり
ある態度と、権力に屈
しない意志の強さを感
じ取ることができる。

⭕「光」を主題とした初期作品《朝≫1884年・・・ベッ

ドに腰掛ける女性は、片方が裸足で、手に靴下を持ち、
朝の身繕いをしているところだ。ムンク自身が、この絵
の主題は「光」であると語っているとおり、画面全体が
朝の明るい光に満たされているが、ムンクがまだパリに
行く前の作品であり、印象派の影響というよりは、スケ
ーエン派の外光表現の影響が強く感じられる。



②-3(1884・21歳~1891年・28歳) 印象派との出会い 
⭕ 粗いタッチと腑轍の構図印象派の影
響が表れた一枚《ラフアイエツト通
り〉 
1891・・・画面右側にあるバルコニー
から大通りを見下ろす構図は、モネが
第一回印象派展に出品した《カビュシ
ーヌ大通り》（1874年）や、同じ印象
派のカイユボットが描いた《オスマン
通りのバルコニー》（1880年）などと
共通している。構図だけでなく、粗い
絵筆のタッチや明るい色彩など、印象
派の影響が明らかに見てとれる一枚で
ある。　　 ⭕ 印象派に次いで試みた新印象派風《カール・ヨ

ハン通りの春の日≫1891年・・・新印象派の点描
技法の影響を受けて制作されたと考えられる作品
である。ただ、点描は画面前景の地面や、中央後
ろ向きに立つパラソルを差した女性などに部分的
に応用されているに過ぎず、その緻密さや色彩分
割に関しては、新印象派ほど厳格には行われてい
ない。点で描くということに興味を持って試みた
実験的な作品であろう。

⭕《カール・ヨハン通りの春の日》、《ラファイエット通り》のような明らか
に印象派風の作品を残している。これらの作品には印象派のみならず、スー
ラ、シニヤツクの新印象派（点描派）の影響もうかがえる。しかし印象派的な
様式、主題では自己の内面を語りえないと知ったムンクは1889年の《春》で印
象派離れを宣言するのである。　　



②-4(1884・21歳~1891年・28歳) 印象派の訣別と病める子 

⭕ エドヴァルド・ムンク《病める子≫1885－86年・・・「この絵で私は新境地を開拓した。そ
れは私の芸術の突破口であった。私のその後の大半の作品はその存在をこの絵に負っているので
ある」ムンクはこの後、20世紀に入ってからも油彩で、版画でこの絵のレプリカ（自作の再制作
品）やヴァリエーション（異作）を制作し、油彩だけでも少なくとも6点が知られている。これ
は10年近く前の話であり、彼女の死の状況を再現したものではない。病める子のモデルとなった
のは画家の父の患者のひとりで、当時11歳、母親のモデルは叔母のカレン・ビョルスタッドが務
めた。

⭕ 印象派との決別宣言《春

≫1889・・・病気の少女と
母親という《病める子》と
同じモチーフが扱われてい
るが、より写実的で窓辺の
描写には印象派の影響も感
じられる。ムンクは「<春>
で印象主義とリアリズムに
別れを告げた」と言ってい
るので、この絵が印象主義
とリアリズムの最後の作品
だと考えていたのだろう。
この後ムンクはより象徴主
義的な性格を強めていくこ
とになる。



②-5(1884・21歳~1897年・34歳) 家族の肖像(亡き母と娘インゲル) 

⭕ 家族の肖像≪海辺のインゲル》1989年・・・母親がなくな
る直前に生まれた末妹のインゲルは、ムンクのお気に入りの
モデルで、何点もの作品に描かれている。穏やかな波打ち際
の岩の上に腰かけたインゲルは、硬直したように身をこわば
らせ、表情も硬い。単純化された形態や画面全体をおおう柔
らかい均質な光には、同時代フランスの画家ビュヴィス・ド・
シャヴァンヌの影響も指摘される。

⭕ 《母と娘》1897－99年・・・母と娘は、座った姿と立ち姿、
横向きと正面向き、黒っぼい服と白い服、そして老人と若者と、
多くの点で対照的に描き分けられている。ふたりの間には会話も
なく、視線の行方も異なっていて、それぞれ孤立しているように
見えるが、その間を取り持つかのように山の端から顔を出してい
る満月が、ひときわ明るい光を放っている。



③-1(1892・29歳~1907年・44歳) 不安の時代の画家 

⭕ 夕焼けに染まる空《叫び》
の一歩手前《絶望
≫1892・・・本作は、同じ
《絶望》というタイトルを持
つ《叫び≫の前段階を示して
いる。本作の初期のヴァージ
ョンをムンクは「《叫び≫の
第一作目」と称していた。い
ずれも左奥へ急激に収致する
橋と、夕焼けに赤く染まる空
という、≪叫び》と共通する
構図を持つが、人物だけが入
れ替えられている。

⭕ 漠然とした不安に覆わ
れた時代《不安≫1894
年・・・左奥に急激に収赦
していく橋と、赤い絵の具
を流したような空という舞
台設定は、《叫び≫や《絶
望》などと共通する。一方
で橋の上の人物たちは、
《カール・ヨハン通りの夕
暮れ》から抜け出てきたか
のようだ。どの作品にも共
通して流れているのは、時
代の空気としての漠然とし
た不安の感情である。
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③-1-1(1892・29歳~1907年・44 不安の時代の画家 

⭕『思春期』は、ノルウェーの画家のエドヴァルド・ムンクが制

作した油彩絵画作品。子供から大人への過渡期にある少女を描い
ている。絵のモデルは一説によると結核により15歳で世を去った
ムンクの姉のソフィーエであると言われている。

⭕ ムンクの新しい友人たちとの交流は、ムンクの性的な憂鬱を増

加させる要因となった。そして、ムンクは性的な憂鬱を《思春
期》に反映させている。またこの作品の制作をきっかけに、次の
10年間は「思春期」と同じく、内面的な感情を象徴主義風に描く
方向へ向かった。描かれている女性はムンク自身で、当時、ムン
クはいとこの人妻ミリーと恋愛状態にあったが、彼女との性的な
接触を恐れていたという。ムンクの性的恐怖や家庭恐怖は生涯続
き、ワイン商の娘トゥラ・ラルセンからしつこく婚約を迫られて
も逃げまわり、結局、生涯独身として過ごした。



③-2(1892・29歳~1907年・44歳) ムンク・スキャンダル 

⭕ 友人の妻に横恋慕した男その心に渦巻く嫉妬と憂鬱《メラン
コリー》1892年頃・・・　画面右下の、頬杖をつくというメラ
ンコリーの伝統的なポーズをとる若い男は、ムンクの友人で21
歳のヤッペ・ニールセンである。画面奥の突堤には、クリスチ
ャニア・ボエームの主要メンバーであるクリスチャン・クロー
グとその妻オーダがいる。年上のオーダに恋したニールセンの
嫉妬の感情が、このメランコリーの原因である。

⭕ 官能のはじまる瞬間を青一色の画面に描き出す《接吻≫1892
歳・・・この作品の元になったのは、1889年に描かれたアトで接吻す
る男女のスケッチと考えられている。その後、何度かムンクはこの主
題を扱っているが、1892年の本は接吻する男女が右側に寄り、窓の外
には前年に訪ニースの風景が描かれている。クリムトが金で彩られた
名な《接吻》を描くのは、15年ほど後のことである。

クリムト
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③-3(1892・29歳~1907年・44歳) 文学者との交流 
⭕ ムンクに大きな影響を
与えたスウェーデンの文
学者《アウグスト・スト
リンド・ベリ≫1892
年・・・スウェーデンの
劇作家、小説家で、詩人
でもあったストリンド・
ベリとムンクは、性格的
にはまったく異なってい
たが、ベルリンで初めて
あった時から意気投合
し、半年ほどであったが
お互いに刺激し合う創造
的な関係を持った。ベル
リンで描かれたこの肖像
画を、後にムンクは、旧
友を讃えるためにストッ
クホルムの国立美術館に
寄贈した。

⭕ ムンク同様、「性と死」を描き続けた文学者イプセン
《グランド・カフェのヘンリック・イプセン≫1909－10
年・・・19世紀後半のノルウェーを代表する劇作家で、近代
演劇の父とも称されるイプセンとムンクが出会ったのは、
1895年、クリスチャニアのブロムクヴィスト画廊でのムンク
の個展に際してのことだった。批判の嵐にさらされ、大きな
スキャンダルとなったこの展覧会を訪れたイプセンは、ムン
クの作品に強い関心を抱いたという。



③-4(1892・29歳~1907年・44歳) 自画像 
⭕ 妖気を発する女性の仮面
が波乱に富んだ女性関係を
暗示《女の仮面の下の自画
像》1893年・・・正面向
きで硬い表情をしたムンク
の頭上に、女の仮面が掛け
られている。赤と青で隈取
りをしたような毒々しい表
情は、彼女が男の運命を狂
わせるファム・ファタル
（宿命の女）であることを
暗示する。仮面は象徴主義
の重要なアイテムで、同時
代のジェームズ・アンソー
ルやエミール・ノルデらも
好んで描いた。

⭕ フットライトのような
光を受けて浮かび上がる
思索者ムンク《煙草を持
った自画像≫1895
年・・・フットライトに
よって、心臓あたりに置
かれた手から胸元、顔の
部分だけが照らし出さ
れ、画面のほかの部分は
暗く沈んでいる。画面の
中心に描かれた煙草は、
ベルリンやクリスチャニ
アの知的ボヘミアンたち
が集うカフェの文化を象
徴しているようだ。ムン
クが自分を思索者として
描いている、という指摘
にも納得がいく。ファム

ファタル
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③-5(1892・29歳~1907年・44歳) 「暗い世紀末」の画家 

⭕ どれだけの時間が過ぎても忘れられない死の記憶《病室
での死》1893年頃・・・姉ソフィーエの臨終の場面を描い
たこの絵は、かつて≪死の瞬間≫というタイトルで呼ばれて
いた。ソフィーエは一時的にべッドから出て、画面右側の椅
子に座っている。ソフィーエの傍らにいるのが父親、その隣
に叔母、手前三人のうち横向きで立つのがムンクで、他も弟
妹だがソフィーエが死んだ時は皆まだ小さな子どもだった。

⭕  悠々と「死」に身を委ねる老人《舵を取る死≫1893年・・・死が

前面に出た絵にもかかわらず、どこかユーモラスな雰囲気があるの
は、明るい色彩で描かれていることに加え、死のパートナーが若い女
性や子どもではなく、老人だからだろうか。切迫した危機感がなく、
骸骨の握る舵に自分の人生を重ねて悠然としている年寄りの余裕すら
感じさせる。ムンクの作品の中では異色の一点である。
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③-6(1892・29歳~1907年・44歳) 「自然の叫び」に慄いた 

《叫び》が完成するまでにムンクは、多くの下絵
や習作、デッサンなどを制作し、完成後もたびた
び再制作をした。ここにあげた版画の下部には、
「叫び一私は自然を貫く大いなる叫びを聞いた」
と刷り込んである。

⭕ 自然の叫びを聞いて（ある
いは聞くまいと）異様に大きな
両手で耳をふさぐかのようなこ
の男（＝ムンク自身）は、目を
皿のようにして恐怖に怯えてい
る。口は楕円形となって縦に大
きく開かれ、自然の「叫び」を
聞きながら、彼自身も叫んでい
るかのようである。男の頭部に
毛髪はなく、全体にやせ細った
体形とともに、第二次大戦直
後、ナチスの強制収容所から救
い出された「生ける屍」とも言
うべきユダヤ人を思い出させ
る。20世紀の悪夢を予言するか
のような絵でもあるが、画面右
前方から急進的に収赦してゆく
欄干の遠近感、ムンクの怯えな
どはどこ吹く風で遠ざかるふた
りの友人、文字通り血を流した
ような夕べの空と、その下に広
がるフィヨルドが織りなす曲線
も、この比類ない「叫び」を一
層忘れがたいものとしているの
である。



③-7(1892・29歳~1907年・44歳) 繰り返される主題 

⭕ 数ある《接吻》の中で最も抽象的な一枚《接吻Ⅳ≫1902・・・接吻
をモチーフにした一連の作品の中で、最も抽象化が推し進められた木
版による作品。背景は木目をそのまま生かしたシンプルな状態で、抱
き合う男女も手と腕を示唆するわずかな線によって、かろうじて男女
であることが判別できる。
⭕ 溶け合ってひとつになる接吻《接吻》1897・・・《接吻≫のヴァリ
エーションで、画面の形もふたりの位置も異なっているが、室内で男
女が抱き合い、窓から外が少し見えるという基本構造は同じだ。男女
の描写がより抽象的となり、ふたりの顔は溶け合ってひとつになって
いる。



③-8(1892・29歳~1907年・44歳) 性の目覚め 

⭕ 男という性の戦いにおける「敗者」《灰》1894年
頃・・・人妻ミリー・タウロウとの関係を背景に制
作された本作の《灰》というタイトルは、不毛の愛
を象徴しているが、最初につけられたタイトルは
《人類の堕落の後に》というものだった。明るく光
の当たった女性に対して、左隅に得る男の姿は影の
中にいるかのように暗く、奔放な人妻(ミリー・タウ
ロウ)に翻弄されるムンクの苦悩を見て取ることがで
きる。

⭕ 豊かな長髪は宿命の女のシンボル≪女の髪に埋まる
男の顔≫1896年・・・男の頭部が女の髪に絡めとられ
ている。豊かな長い髪は、男の運命を手玉にとるファ
ム・ファタルのトレード・マークと言ってもよい。男は
《赤い蔦》などにも描かれる作家のプシビシェフスキー
と思われる。

生命のフリーズとは

https://www.asahi.com/and/photo/20181115/400168904/403825193
https://www.youtube.com/watch?v=3oFKdJh_0fc


③-9(1892・29歳~1907年・44歳) 愛と死にまつわる詩 

⭕ 《吸血鬼≫1893－94年・・・発表時には《愛と苦
悩》というタイトルを付けられていたこの作品を《吸血
鬼≫と呼んだのは、ポーランドの作家プシビシェフスキ
ーであるとされる。後にムンクは、この女が吸血鬼であ
ることを否定し、ただ接吻しているだけだとしている
が、男を包み込むように広がる女の赤い髪は、彼女がフ
ァム・ファタルであることを証明している。

⭕ 描かれた受胎の瞬間

《マドンナ≫1894－95
年・・・ムンクの代表作で
あると同時に、「生命のフ
リーズ」の中核をなす作品
でもある。目を閉じて恍惚
とした表情やなまめかしい
姿態は明らかに性愛を暗示
しており、行為の直後の様
子、あるいは受胎の瞬間を
描いたともされる。最初に
この絵が展示された時の額
縁に、精子と胎児の絵が描
かれていたという事実が、
そのことを裏付けている。
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③-10(1892・29歳~1907年・44歳) 汝、自身の生活を描くべし 

⭕ 母の死から30年を経て再びそめ悲劇に向き合う
《死んだ母と子≫1899年・・・母親の死を描いた
作品。背景には家族（左からインゲル、カレンノ
父、ムンク、アンドレアス）がいるが、《病室での
死》と同じく、母親が死んだ時ではなく、絵が制作
された30年後の年齢で描かれている。《叫び》の
人物と同じポーズをとる女の子が、5歳だった当時
のムンクの心情を代弁しているのかもしれない。

⭕ 画家がパリの病院で
実際に目にした母と子
の姿《遺伝≫1897－99
年・・・聖母子のよう
なポーズの親子だが、
子どもは瀕死の状態
で、母親は鳴咽をこら
えている。子どもの胸
には赤い斑点が浮か
ぶ。梅毒の遺伝が主題
であることは、ムンク
が本作を「梅毒の子ど
も」と呼んでいたこと
からも明らかだ。狂気
と病気、そして死に取
り憑かれた家系に生ま
れたムンクにとって、
遺伝とは災厄(さいや
く・わざわい)をもたら
すものであった。



③-11(1892・29歳~1907年・44歳) 汝、自身の生活を描くべし 

⭕ 恋の手はどきをした人妻との別れ≪別離≫1896・・・
ミリー・タウロウとの別れは、ムンクの心に深い傷を残し
た。この作品はその体験が根底にあると考えられている。
女は海の方に向かって軽やかに去って行くが、彼女の長く
伸びた髪は男の首や胸にまとわりついている。男に巻きつ
く髪は、《吸血鬼≫などにも見られるが、ムンクにとって
ファム・ファタルを表現する際の定番であった。

⭕ 聖母にも魔女にもなりうる女という不可解な存在《女の三相〉
1894歳・・・左端に明るい服を着た清楚な若い女性、中央に裸体の
官能的な女性、その右側に暗色の服を着た無表情な女性、そして右端
にはうつむき加減の男性がいる。若さ、成熟、老いという女の三相と
ともに、三つの異なる精神状態が象徴的に表現され、女の不可解さを
強調する。ファム・ファタルの代名詞でもある《スフィンクス》とも
呼ばれる作品。
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③-12(1892・29歳~1907年・44歳) 汝、自身の生活を描くべし 

⭕ 赤い髪に赤い顔《見つめ合
って》1899－1900年・・・
《新陳代謝》と同じく、一本の
木を挟む男女はアダムとイヴを
連想させるが、これは図像学的
には男性の堕落を意味する。青
白い顔に落ち窪んだ目をした男
は、女の髪にまとわりつかれ、
なす術もなく立ちすくんでいる
かに見える。男の背後には「生
命のフリーズ」の愛のテーマの
連作に登場する血の花が描かれ
ている。

生命のフリーズ「私たちは向い合って立ち、あなたは私の
目をのぞきこんだ。その時、あたかも目に見えない糸があ
なたの目から私の目に達したかのように感じ、私たちの心
もひとつに結ばれたようだった」エドヴアルド・ムンク

⭕ ムンクにとって
の女性とは「マドン
ナ（聖母）」である
と同時に「ファム・
ファタル（宿命の
女、魔性の女）」で
もあったが、彼と直
接かかわりをもった
女性で最初に挙げら
れるのが、すでに触
れたミリー・タウロ
ウである。夫のカー
ルはムンクの父と同
じく軍医で、ムンク
の先輩で遠縁にもあ
たるノルウェーの画
家フリッツ・タウロ
ウとは兄弟であっ
た。



③-13(1892・29歳~1907年・44歳) 汝、自身の生活を描くべし 

⭕ 《嫉妬≫1895年・・・前景の男が、背景の男女に嫉妬をし
ていることは容易に想像がつく。前景の男はプシビシェフスキ
ーで、背景の男女はムンクとプシビシェフスキーの妻、ダグニ
ー・ユールとされる。同時にこの男女は、明らかに楽園にいる
アダムとイヴになぞらぇられており、そのとき前景の男は神、
あるいは悪魔ということになるだろう。

⭕ 神秘的な美貌と知性で、多くの男性を魅了したベル
リンのミューズ。作家プシビシェフスキーと結婚した
が、ムンクやストリンドベリとも浮き名を流し、彼女
をめぐる三角・四角関係は、〈嫉妬〉や<赤い蔦>とい
った作品に結実した。1901年、年下の恋人に銃撃され
て死去。
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③-14(1892・29歳~1907年・44歳) 汝、自身の生活を描くべし 

⭕ クリスチャニア有数の
ワイン商の娘。1898年
に出会ったムンクとトウ
ラは、1902年に発砲事
件というかたちで決定的
な破局を迎えるまで、愛
憎相半ばする関係を続け
た。<生命のダンス>や<
マラーの死>など、「生
命のフリーズ」の重要な
作品が、彼女からインス
ピレーションを得て描か
れた。ムンクに度々結婚
を迫ったトゥラ（写真は
19世紀終わり頃）

⭕ 《罪≫1902
年・・・トウラをモ
デルに描かれた作
品。赤く長い髪を裸
の体に垂らし、見開
かれた鋭い眼で何か
を食い入るように睨
み付けている。一見
しただけで、彼女が
ファム・ファタルで
あることは明らか
だ。あえて縦に長い
画面を選び、人物だ
けに集中して描いて
いる。



③-15(1892・29歳~1907年・44歳) 汝、自身の生活を描くべし 

⭕ イギリス人の両親を持つヴァイオリンの名演奏
家。ヨーロッパ各地で演奏旅行をしつつ暮らし、
1903年、パリでムンクと出会い、恋に落ちる。束
の間の恋の相手となったエヴァ。

⭕ 《マドンナ（ブローチ）
≫1903年・・・エヴァ・
ムドッチをモデルに描かれ
た作品である。ムンクとム
ドッチとはプラトニックな
関係であったとも言われる
が、本作の豊かな髪の表現
は、ムンクが彼女にファ
ム・ファタル的な魔性を感
じていたことを示してい
る。
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③-16(1892・29歳~1907年・44歳) 版画への挑戦 

⭕ 黒一色の画面が
男女の暗い未来を暗
示する《魅惑
Ⅰ≫1896年・・・
水辺の風景を背景
に、見つめ合う男と
女。《魅惑》という
タイトルにふさわし
い光景のようだが、
風景は荒涼としてお
り、男と女は無表情
で眼窩(目のくぼみ)
が黒く落ち込んでい
る。宿命の男女の救
いのない行く末が暗
示されているかのよ
うだ。

⭕ エロスを象徴するふたりが死を暗示する森
へ《森へⅠ≫1897年・・・森へ向かって抱き
合うようにして歩く男女のうしろ姿を捉えて
いる。男は服を着ているが、女の方は裸か、
あるいはほとんど透明の衣をはおっているだ
けだ。1915年に同じモチーフを取り上げた際
には、女にも服を着せている。



③-17(1892・29歳~1907年・44歳) 生命のダンス 

⭕《生命のダンス》は1899年から1900年・・・
女性の髪は結ばれずに肩まで垂らされ、毛先には
動きがあり、男女が一心同体に踊る様子が表現さ
れている。合わせて、赤いドレスは男性の足元を
包み込むような動きがあり、踊る男女の躍動感が
感じ取れる。赤いドレスを着た女性の右側には黒
いドレスの女性、左側には白いドレスの女性が描
かれている。白いドレスの女性は若く、表情は明
るく、喜びに満ちているように見える。一方、黒
いドレスの女性は頬がやつれ、沈んだ表情であ
る。3人の女性を通して、ムンクは女性の人生にお
ける様々な段階を表現していると解釈できる。ま
た、白いドレスの女性は「生命のフリーズ」にお
ける正の要素「愛」、黒いドレスの女性は負の要
素、「死」「不安」であると考えられる。



③-18(1892・29歳~1907年・44歳) 発砲事件 

⭕ 発砲事件の翌年に描かれた異色の燃える自画像《地獄の自
画像≫1903年・・・背景は地獄の業火(ごうか)だろうか、真
っ赤に燃え盛る炎がすべてを焼き尽くしている。その前に立
つ裸のムンクは、フットライトを浴び、怯える様子もなく昂
然(こうぜん)とこちらを見ている。彼の背後に大きく広がる影
はしかし、≪思春期》と同じように、内面の不安を映し出し
ているかのようだ。数多くの自画像の中でも、異色の一枚で
ある。

⭕ 《アモールとプシュ
ケー≫1907年・・・ム
ンクには珍しいギリシ
ア神話に題材をとった
作品。若いふたりの恋
物語は、ここでは裸の
男女が向き合う生々し
い性愛を連想させる状
況へと変換されてい
る。表現主義的で粗削
りな筆触が男女の間の
葛藤を剥き出しにす
る。影になっている男
の黒い背中と、光をあ
びて明るく輝く女の白
い肌が強いコントラス
トを作り出している。



③-19(1892・29歳~1907年・44歳) マラーの死 

『マラー１世の死』を通じて、ムンクは自らの感情を率直に表現することで、個人的
な体験を超えた普遍的な真実に触れようと試みました。この作品から学ぶべきは、芸
術が時代や文化を超えて人間の感情や経験を共有する強力な手段であること、そして
芸術を通じて私たち自身の内面と向き合い、理解を深めるきっかけを得られることで
す。ムンクの『マラー１世の死』は、過去から現代へ、そして未来へと受け継がれる
芸術の力と可能性を象徴する作品と言えるでしょう。

⭕ 〈マラーの死〉は、フランス革命において殺
害された事件のこと。男は、フランスの革命
家、ジャン=ポール・マラー(1743～93)で、こ
の女性、シャルロット・コルデー(1768～93)に
よって、浴槽につかっているところを刺殺され
た。ムンクは、マラーを自分自身に、そして、
コルデーを、トゥラ・.ラーセンと、重ね合わ
せ、表現したのであろうと、言われています。



④-1(1908・45歳~1944年81歳) 死から生へ至る画家 

⭕《ヤコブセン博士の病院での自画像≫1909年・・・入院してヤコブセン
博士の治療を受け、すっかり健康を取り戻したムンクが、退院の直前に描
いた自画像である。落ち着いた表情を見せるムンクは、確かに健全な状態
にあるように見える。はっきりとした色彩の細長い筆触を縦横に丁寧に連
ねていくことで、リズム感を生み出すとともに、安定感のある画面構築が
なされている。
⭕《ヤコブセン博士の病院にて≫1908－09年・・・ヤコブセン博士によ
る治療の様子を描いたスケッチ。余白には「ヤコブセン博士は、著名な
画家エドヴァルド・ムンクに通電し、その狂った脳髄を男性の積極的な
力と女性の消極的な力で置き換えようとする」と記されている。



オスロ大学講堂壁画④-1(1908・45歳~1944年81歳)

⭕ 知の原点としての「母校」に生命の源「母」のイメー
ジを重ねて《母校≫1916（1915－16）・・・原題の
「アルマ・マーテル」は、「母校」という意味で使われ
るが、本来は「恵みの母」「養育の母」という意味を持
つ。中央に座って赤ん坊に乳を与える母は、滋養だけで
なく、知や教養をも与える存在である。初期段階では
「研究者たち」というタイトルだったが、これは自然の
中で好奇心を発揮する子どもたちを指していた。

⭕過去から現在、未来へ知を受け継ぐ人間の営為《歴
史≫1911／14－16年・・・大地に深く根をはる大樹の
傍らで、老人が子どもに歴史を語っている。世代から世
代へと受け継がれる知の系譜を象徴する光景と言えよ
う。老人のモデルとなったのは、ムンクの知り合いの
年老いた漁師である。ただのモデルというよりは、彼
がいなければこの作品は生まれなかった、とムンクが
言うほど、重要な霊感源であった。



オスロ大学講堂壁画④-1(1908・45歳~1944年81歳)

⭕《太陽≫1911年・・・完成までに7年を要
した壁画の中央に位置するのが《太陽≫であ
る。水平線から昇る太陽を、何の衒(てら)い
もなく真正面から捉えた堂々たる大作で、
明るい色彩と力強い筆致による光と輝きの
表現は、健康的で希望に満ちている。生命の
源であり、普遍的な真理の象徴でもある太
陽は、大学の講堂壁画としてふさわしい主題
と言えるだろう。「太陽」は、生命の源泉
としての太陽と人間と自然の調和の重要性
は、今日の社会においても変わらぬ価値を
持ち続けています。ムンクの「太陽」が示
す、内面と外界の深いつながりと、それを通
じた人類共通の感情の探求は、現代の芸術
家たちにとっても重要なインスピレーション
の源となり、今後も長く芸術の世界に影響
を与え続けるでしょう。

https://www.youtube.com/watch?v=Iuy1dL1voQU


YOUTUBE ムンク美術館

https://www.youtube.com/watch?v=3oFKdJh_0fc
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今日のテーマ「病の画家ヴァルド・ムンクの生
涯と作品を探る」から読み解く

◎今日のテーマはどうでしたか。ご感想お聞かせくださ
い。 
◎次回のテーマのご要望を承りますので、忌憚なくお話
しください。 
◎また次回お会いできますこと、楽しみにしています。 

• • • • • • • • • • • • • • • • • •


